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 すべての子どもは有能な（competent）学び手として生まれてくる

 教育は、子どもの潜在的な有能さ（competencies）を顕在化させ、さら
に洗練させる営み

 認知の領域固有性、状況的学習論

 領域固有知識の重視、知識が埋め込まれた状況の重視

 汎用的な有能さの実相は、自在に活用の効く統合的な概念的知識

 教科は、その認識論的な特質（見方・考え方）に応じて、子どもの潜在的
な有能さを特定の部面や方向性に飛躍的に洗練させる可能性を持つ

 「各教科等の特質に応じた見方・考え方」

（a discipline-based epistemological approach）

 どのような部面や方向性に洗練させるのが望ましいか：規範的な問い

 それは、いつ、どのようにして可能なのか：事実的・技術的な問い
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 今回の改訂では、大臣諮問（2014年11月20日）から翌年の夏まで、
教育課程企画特別部会だけで議論を進めた

 未来の社会はどうなっていきそうか？

 子どもはどのように学び育つか？

 どのような有能さの顕在化と洗練＝資質・能力を期待するのか？

 それは、どのような教育課程の構造によって実現できそうか？

 そのために、各教科等はどうあるべきか？

 社会・子ども→教育課程→各教科等→各教科等の内容

 学習指導要領総則「第２ 教育課程の編成」が今回、新設された！

 まず各教科等があり、それらを束ねたもの≒教育課程だった可能性？
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 「これまでの学習指導要領は、知識や技能の内容に沿って教科等ごとに
は体系化されているが、今後はさらに、教育課程全体で子供にどういっ
た力を育むのかという観点から、教科等を越えた視点を持ちつつ、それ
ぞれの教科等を学ぶことによってどういった力が身に付き、それが教育
課程全体の中でどのような意義を持つのかを整理し、教育課程全体の
構造を明らかにしていくことが重要」・・・教育課程という視点の重視

 「指導すべき個別の内容項目の検討に入る前に、まずは学習する子供
の視点に立ち、教育課程全体や各教科等の学びを通じて「何ができるよ
うになるのか」という観点から、育成すべき資質・能力を整理する必要が
ある。その上で、整理された資質・能力を育成するために「何を学ぶの
か」という、必要な指導内容等を検討し、その内容を「どのように学ぶの
か」という、子供たちの具体的な学びの姿を考えながら構成していく必要
がある」・・・コンピテンシー・ベイスの学力論

 「こうした検討の方向性を底支えするのは、『学ぶとはどのようなことか』
『知識とは何か』といった、『学び』や『知識』等に関する科学的な知見の
蓄積である」・・・子どもの学習に関する科学的知見の重視

教育課程企画特別部会「論点整理」（2015年8月26日）
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 各教科等の存立や内容の組織化に際し、社会的な要求と子どもの発達・
学習に関する事実を重視し、教育課程全体で検討することの要請

 日本だけでなく、OECD諸国などにも見られる世界的な潮流

 社会的効率主義、反知性主義に陥る危険性

 資質・能力と各教科等の内容の間に、教科の本質＝「各教科等の特質
に応じた見方・考え方」を介在させる

 「資質・能力と学習指導要領等との構造を整理するには、学習指導要領
を構成する各教科等をなぜ学ぶのか、それを通じてどういった力が身に
付くのかという、教科等の本質的な意義に立ち返って検討する必要があ
る」（教育課程企画特別部会「論点整理」2015年8月26日）

 教科の系統＝日常の生活経験だけでは到達できない科学的認識の深
まり

 日常を超えた認識を提供する教科の学びが、日常を変革する力を持つ
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 教育課程全体で、どのような有能さの顕在化や洗練を目指すのか？

 各教科は、教科相互の関係や教育課程の構造との関連において、どの
ような有能さの洗練に、どのような筋道で寄与する可能性を持つのか？

 とりわけ、どのような統合的な概念的知識が優先されるべきか？

 非認知能力における貢献の可能性 cf. 鋭い道徳的感情（算数）

 教科等横断的な学び（STEAM等）の取り扱い・・・新教科を創設すべきか
or 教科等横断的な単元構成で十分対応可能か

 教育への社会的要求をどのように監視し、議論し、着地点を見出すか？

 各教科は、どのような世界の実現を目指し、それに対し、どのような貢献
を果たし得るのか？

 「見方・考え方」の見直し、突き合わせ、俯瞰的な整理

 具体的な有能さを巡っての教科間での突き合わせや整理 cf. 話し合い
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